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論文内容の要旨

第一部 わが国に産する 2 ， 3 の植物の精油成分

植物の香気成分を解明する目的で，わが国に産する 5 種類の植物をとりあげて，その精油成分を検

索し，次のような結果をえた凸

ひのき科の植物である「ねずJ CJuniperus rigida Sieb et Zucc.) の強果の精油は αーピネンが主

成分で，そのほかに16種類の化合物が存在している。またこの実が未熟の青い状態から黒く熟する瞬

間に酢酸ポノレニノレの含量が急激に増加する D

ねずの枝葉の精油は主成分が実と同じく αーピネンで，ほかに 32 種類の化合物が存在する。それら

のうちでメチノレノニノレケトン，桂皮アノレデヒド，青葉アノレデヒド，ヘキ Vノレアノレデヒド，アネトーノレ

らがその精油の香気に大きな役割を果している口

菊科の植物 IV オンJ (As ter Ta taricus L.)の根の精油成分は lachnophyllol ， lachnophyllol acｭ

， etate と言うポリアセチレン化合物で，ほかにアネトーノレを含有している口

日本水仙 (Narcissus Tazetta Var. Chinansis M. Roem) の花の香気成分はリナローノレほか 13 種

類の化合物で，特にそれらのうちインドーノレと γーワンデカラクトンが花の香気に大きな役割を果し

ている。

野性パラの一種である「ハマナスJ (Rosa rugosa Thunb) の花の芳香成分は主としてブェニノレエ

チノレアノレコーノレほか20種類の化合物で，含有化合物の種類はプノレガリアンロ『ズ油と非常に良く似て

いるが，その量的割合にかなりの差が認められる。

紅玉りんごの香気の特徴は主として n-プロピノレ， n- プナノレ， n-アミノレ， n-ヘキ νノレアノレコーノレの

:酢酸エステノレによるもので，ほかに 8 種類のアノレコーノレ， 6 種類のアノレデヒド， 3 種類の酸， 1 種類

のエステノレが存在する o
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第 2 部 テノレペン化合物の質量分析的研究

ベンゼン核およびプラン環をもったテノレペン化合物を中心として， 30種類の化合物の質量分析計に

よる解析を行ない，次のような結果をえた。

1) ベンゼン核にアノレキノレ側鎖をもったテノレペン化合物は一般のベンゼンのアノレキノレ置換体と同じ

く，核に対して 3 の結合がもっとも切れ易く，そこで、切れたフラグメントによるピークがベースピー

クとなる。しかしクパレンのように側鎖の α位が他のリングの一員になっているような場合は例外で

ある。

2) 側鎖をもったプラン化合物で、は側鎖がアノレキノレ基か，またはアノレキノレ基の末端に官能基をもっ

たような化合物では，ベンゼン核と同じくプラン環の 3位で切断が起って， m/e 81 または 82 がベー

スピークまたはそれに準ず、るピークとなる。側鎖の途中に官能基のある場合には，その官能基の影響

によって切れる位置は左右される。核に直接カノレポニノレ基がついたようなブランケトン，フランカノレ

ポン酸エステノレではカノレボニノレ基の α 位で開裂が起こって， プランカノレボニノレイオン Cm/e 95 また

はそのアノレキノレ附加体)によるピークがベースピークとなる D

3) からみ合った(縮合)環系では，その中にフラン環が含まれていても，もはやプラン特有のプ

ラグメントの出現は弱く，環系の特性に支配される。

4) 末尾にジメチノレアリノレ基をもったテノレペ γ化合物のうち，その位置で double allyl fission で

きるような二重結合をもう一つもった化合物で、は，ジメチノレアリノレ基による m/e69 がベースピーク

となる。そのぼかの場合でも m/e69 はかなり大きく出るので，グメチノレア D ノレ基をもったテノレペン

化合物の識別に用いることができる。

論文の審査結果の要旨

西村君の論文「精油成分に関する研究」は二部よりなっている o 第一部は「わが国に産するこ，三

の植物の精油成分の研究」にかかるもので，ねず，日本水仙，はまなす花，しおん根および紅玉りん

ごなど匂いのうえで興味深い植物をとりあげ，匂いの本質を追求する目的でその精油成分を詳しくし

らべたものである D 分析の方法は常法によって拍出した各精油を減在分留と V !，J カグノレおよびアノレミ

ナによる液体クロマトグラブィなどを組合わせて細分した後各成分を決定した。

ねず、については青い実と成熟、実および枝葉の精油成分の比較も行ない，未熟実には僅かしかない酢

酸ポノレニノレが成熟果と枝葉の精油中では主成分である αーピネンと同程度含まれていることを知ったo

v オン根の精油成分はその70%がアセチレン結合をもったラクノブィロノレとそのアセテートであり，

日本水仙の花の精油は同定された 14 種の成分のうちリナローノレと酢酸ベンジノレが主成分であって，

その匂いにスカトーノレでなくインドーノレ(1.5%) が重要な役割を演じていることがわかった。パラ科

のはまなす花の精油成分は 86.3% がブェニノレエナノレアノレコーノレであること，紅玉りんごの精油に

ついては約 20 種の成分を確認したが，特にその香気は主として nーブロピノレ， nープナノレ， n-アミノレ，

nーヘキ ν ノレーアノレコーノレの酢酸エステノレによることを明らかにした。
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第二部は「テノレペン化合物の質量分析計的研究」を取扱ったもので，特に種々の型の側鎖をもった

ベ γゼン環およびフラ γ環を有するテノレぺン化合物約30余種について質量分析計による解析を試み，

つぎの結果を得た。すなわちベ γ ゼン核にアノレキノレ側鎖をもったテノレペン化合物は一般のアノレキノレベ

γゼンと同じく核に対して日位の結合がもっとも切断し易く，その結果生じた断片がベースピークを

作るが，側鎖の α位が他の環の一員となっている場合は例外であるo 但IJ鎖のあるでプラン化合物では

側鎖がアノレキノレ基(その末端に官能基があってもよい)の場合にはベンゼン核と同じくプラン環の戸

位で切断が起り，側鎖の内部に官能基があるとその影響によって切れる位置は左右される。フランケ

トンやプランカノレポン酸エステノレのように環にカノレポニノレ基が直結した場合にはカノレボニノレ基の α位

で開裂してフランカノレポニノレイオンによるピークがペースピークとなる。ジメチノレアリノレ基を末端に

もつテノレペン化合物のうち double allyl fission を起し得るような位置に不飽和結合をもったもので

はジメナノレア日ノレ基による m/e69 がベースピークとなりこの基の識別に用い得る。プラン環を含ん

だ縮合環系化合物ではもはやプラン特有のプラグメ γ トの出現は弱く，環系の特性に支配されるよう

になる。

以上西村君の研究は興味ある匂いをもった 5 種の日本産植物の精油成分を詳しく分析すると共に，

テノレペ γ化合物，特に従来ほとんどしらべられていないプラン環をもったテノレペγ類30余種について

質量分析計による解析を行ない，この種テノレペン類の構造と開裂の仕様の関係について新しい知見を

得たものであってテノレペンの化学に寄与したところが大きい。よって本論文は理学博士の学位論文と

して十分価値あるものと認められる口
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